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情報誌 

2006

5
May

今月号の主な内容
■ 広報たかぎ
　・平成１８年度予算  ………………………２

　・４月からの組織改編  …………………４

　・地区懇談会の開催  ……………………６

　・村民バス運行開始  ……………………７

　・６５歳以上、介護保険料変更  …………９

■ 健康アップＰＰＫ
　　・松島栄養士着任、春野菜の献立  …１０

■ 学校だより
　　・中学校の教育(グランドデザイン)  …１１

■ 椋記念館便り
　・感想文コンクール課題作品決定  ……１２

■ 交流センター便り  ………………１３
■ ひなたぼっこ  ……………………１４
■ オフトークたかぎ
　・５月の自主番組表  ……………………１６

村民バスを利用した通学、通園が始まりました村民バスを利用した通学、通園が始まりました
（富田・第二小学校バス停）（富田・第二小学校バス停）
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広 報 
村の人口　6,850人（－26） 

　 男　 　3,317人（－６） 

　 女 　　3,533人（－20） 

　世帯数 　2,046戸（＋４） 

（平成18年４月１日現在） 2006 第251号 

編集　総務課／発行　喬木村役場　TEL 0265－33－2001 FAX 0265－33－3679 
　　　　　　　印刷　龍共印刷株式会社（飯田市上郷黒田121－1） 

28
億
1,000
万
円 

 

（前年比4.1％増） 

平
成
18
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算 

 

第
４
次
振
興
計
画
の
10
年
が
ス
タ
ー
ト 

　

三
月
定
例
議
会
が
三
月
二
十
四
日
に
閉
会
し
、
平
成
十
八
年
度
一

般
会
計
予
算
の
他
、
六
特
別
会
計
予
算
が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
今
後
十
年
間
の
村
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
「
第
四
次

喬
木
村
総
合
振
興
計
画
」
も
承
認
さ
れ
、
こ
の
計
画
に
基
づ
く
第
一

年
目
と
し
て
、
地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
る
厳
し
い
状
況
の
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
子
育
て
支
援
・
人
口
増
加
や
福
祉
保
健
の
充
実
等
に

配
慮
し
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
地
域

み
ん
な
が
主
役
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1　子育て支援と人口増加対策
　・保育料の２割軽減(１,０３６万円)
　　　子育て世代の保育料負担軽減による支援
　・富田若者住宅３棟建設(９,３８０万円)
　　　南部地区の定住人口増加対策(延べ９棟建設)
　・中原住宅団地９区画の分譲(H１７.１８／４,７５０万円)
　　　定住人口増加対策、および周辺への波及効果期待
2　福祉保健の充実
　・児童生徒の医療費無料化を中学３年生まで拡大(１,０５０万円)
　　　子育て世代の医療費負担軽減による支援
　・村民バスの運行(１,３００万円)
　　　中学生の部活動にも利用可能な運行時間実現
　・健康診断受診のための個人負担軽減(５０万円)
　・ウォーキング運動等、健康教室の充実(１００万円)
　　　生活習慣病等の予防のため、健康づくり対策の充実

3　産業振興対策
　・農政、商工観光部門を交流センターに移転(H１７.１８／７４５万円)
　　　ふるさと振興室を設置し、窓口業務の拡充
　・営農支援補助金の新設等、産業振興補助制度拡充
4　防災対策事業
　・村道７号線(大和知～氏乗)改良工事の着工(１億１,０３０万円)
　　　４年計画の２年目として土木工事に着工
　・公共施設の耐震診断、耐震改修の実施(１,５８０万円)
　　　老人福祉センターの耐震改修等、公共施設の安全確保
5　行政改革の推進
　・村長、助役、教育長の報酬削減(▲３００万円)
　・職員給与、人員抑制を含めた総人件費の抑制(▲４,０００万円)
　・村長車を廃止し、ハイブリッド車の購入(３１０万円)
　　　公用車の削減を進め、環境に優しい車輌への変更促進

※３月議会で、議員報酬の削減も可決されました(補正予算での対応となり
ます)

六　
特
別
会
計
当
初
予
算

　

二
十
三
億
六
、九
〇
〇
万
円

特
養
喬
木
荘
は
喬
木
村
社
協
へ
管
理
・
運
営
を
委
託

　

昨
年
ま
で
七
特
別
会
計
で
し
た
が
、
特
養
喬
木
荘
が
喬
木
村
社
会
福
祉

協
議
会
に
管
理
・
運
営
が
委
託
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら
六
特
別

会
計
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
特
会
は
医
療
費
の
増
や
介
護
予
防
事
業
の

導
入
等
に
よ
り
増
加
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し

金
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
老
人
保
健
特
会
は
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
に
よ

り
微
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
営
水
道
特
会
は
、使
用
水
量
の
増
加
や
水
質
悪
化
に
対
処
す
る
た
め
、

新
た
な
水
源
確
保
を
目
指
す
た
め
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

特別会計当初予算額一覧表　　　　　　　単位：千円
前年対比

(%)
比　　較平成17年度平成18年度

17.8%80,000450,000530,000
国 民 健 康 保 険

特 別 会 計

▲1.5%▲ 11,000752,000741,000
老 人 保 健 医 療

事 業 特 別 会 計

3.9%22,000563,000585,000
介 護 保 険

特 別 会 計

皆減▲ 254,000254,0000
特 別 養 護 老 人

ホーム特別会計

8.2%14,000171,000185,000
村 営 水 道

特 別 会 計

2.8%7,000250,000257,000下水道特別会計

1.4%1,00070,00071,000
農 業 集 落

排 水 特 別 会 計

▲5.6%▲ 141,0002,510,0002,369,000合 計

今年度予算の特徴

改良工事に着手する村道７号線
（大和知～氏乗）

造成工事が進む中原住宅団地
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よろしくお願いします

新規職員の紹介

新
規
採
用　

住
民
課
住
民
係

　

佐
々
木　

江
梨
子
�

出
身
地　

高
森
町
下
市
田

趣　

味
「
食
べ
歩
き
と
、
温
泉
巡
り

が
大
好
き
で
す
」

県
派
遣　

総
務
課
生
活
安
全
係
長

　

島
田　

俊
彦
�

出
身
地　

長
野
市

前
任
地　

上
伊
那
地
方
事
務
所
よ
り

備　

考　

妻
子
有
り（
単
身
赴
任
中
で
す
）

　
　
　
　

「
お
酒
は
強
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
付
き
合
い
は
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
」

事務所等の場所主要業務

役場庁舎　２偕・議会、選挙、監査、統計に関すること

役場庁舎　１偕

・庁舎、職員管理、消防団に関すること

・交通安全、防犯、防災に関すること

・村税の賦課徴収に関すること

〃・財政、企画、文書広報に関すること

〃

・転入転出、住民票、戸籍に関すること

・福祉全般、介護保険、国民年金に関すること

・障害者、国民健康保険、老人保健、児童手当に関すること

・在宅介護全般、介護保険認定に関すること

〃

・予防接種、各種検診に関すること

・健康相談、母子保健、健康づくり、栄養指導に関すること

・廃棄物の収集、公害、犬猫に関すること

役場庁舎　２偕

・道路、河川、橋梁、災害復旧に関すること

・村営住宅、宅地造成、林務に関すること

・簡易水道、下水道に関すること

移転しました。
農村交流研修センター

・商工業、観光、誘客事業、地域活性化に関すること

・農業委員会事務局、農業振興、農地利用に関すること

総園長は役場庁舎２偕
に移動しました。

各保育園

・保育所の運営

役場庁舎　１偕・出納に関すること

老人福祉センター
１偕事務室

・教育委員会事務局、学校教育に関すること

・社会教育、社会体育、施設管理に関すること

・家庭教育、学童保育、子育て支援に関すること

椋鳩十記念館・図書館・椋鳩十記念図書館の運営、椋文学の継承に関すること

歴史民族資料館・歴史民族資料館の運営に関すること

第一小
第二小
中学校

・学校との連絡等

共同調理場・３校の学校給食の料理・配送

情報誌 ２００6.55

平成18年度　４月からの役場組織と職員配置

係　　　員係　長直通電話係課・課長等

宮澤香織33-3800議会事務局
議会事務局

平沢　勝文

○三浦隆夫松澤浩美城田秋弘33-5120庶務係
総務課

原　　三雄 〔長野県より派遣〕島田俊彦33-5120生活安全係

近藤健吾松島淑宜鞍馬　淳昼神広俊33-5121税務係

林田　諭佐藤博一33-5129企画財政係
むらづくり推進室

松尾　　厚

佐々木江梨子五島昌近（課長が兼務）33-5124住民係

住民課

市瀬　武文
松澤邦武市瀬直史33-5123福祉係

瀧浪勝幸澤柳岳史原　俊道33-5123保険係

○安井直子※白子和枝宮澤文彦小池ひろ子33-1120包括支援係

（室長が兼務）33-5125健康推進係
健康環境室

齋藤　直樹 ○松島真澄北澤真起江飯ヶ浜教子33-5125健康管理係

芳村龍太郎33-5126環境保全係

木下哲也井澤広美33-5128建設係
産業建設課

吉川　隆久 市瀬　誠宮澤和広33-5128住宅林務係

小山　豊牧野秀樹松島孝行33-5122上下水道係

村澤明彦（室長が兼務）33-5127商工観光係ふるさと振興室

中川　　渉
農村交流研修センタ
所長 林　浩樹小原朝雄33-5127農政係

原　美春福澤治子仁科妙子

今村礼子33-2364北保育園

保育所

平沢　秀文
33-2507

○松下桂子○大原朝美森山優子

○唐沢和明○北側ひとみ○渋谷めぐみ

○溝呂木るみ○下岡清香

○前島真理子篠田八千代近藤久美子

古瀬由美子33-2409中央保育園 ○遠山美和○筒井春菜○西脇江津子

○木下かおり○内山貴子○塩澤敏子

○北林千住○篠田智子玉置夏子
片桐ひろみ33-3043南保育園

○宮下鈴子○樋口結香○細澤有希

会計室

市瀬　公一郎

内山満金

33-2002
33-3864

学校教育係

事務局

吉川　文人
（共同調理場長）

○熊谷勝三
公民館長

市瀬辰春福澤博之社会教育係

木下光子家庭教育係

○原　春菜市瀬直紀
館長

○久保田毅33-4569椋鳩十記念館・図書館

33-4508歴史民族資料館

中学用務員

○佐々木美和子
第二小用務員

○小澤さち子
第一小用務員

○河西美津惠
小・中学校

第一小講師

○北原小百合

○宮下敏子○岩間和子○矢沢好美
33-2565共同調理場

○下原文隆○牧内みち子○澤井和子

○は嘱託職員 ※社協より派遣

議　　会

村長

大平　利次

助役

湯澤　俊和
（収入役を兼ねる）

教育委員会
教育長

大原　成章
（歴史民俗資料館長）

←
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第
四
次
総
合
振
興
計
画
な
ど
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

第
四
次
総
合
振
興
計
画
な
ど
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

地
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

地
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

四
月
二
十
四
日　

寺
の
前
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

先
の
三
月
議
会
で
承
認
い
た
だ
い
た
、
第
四
次
喬
木
村
総
合
振
興
計
画

や
本
年
度
か
ら
取
り
組
む
「
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
」
な
ど
を
村
民
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
十
八
年
度
地
区
懇
談
会
を
計
画
し

ま
し
た
。（
左
の
日
程
表
で
ご
確
認
下
さ
い
）

　

村
づ
く
り
委
員
会
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
住
民
参
加
や
住
民
協
働
の
考

え
を
基
に
提
言
い
た
だ
い
た
総
合
振
興
計
画
は
、
今
後
十
年
間
の
村
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
大
切
な
計
画
で
す
。
春
先
の
お
忙
し
い
時
期
で
す
が
、

是
非
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

懇談会の内容
開　　会 ……… 午後７時３０分

※田上川は午後８時

村からの報告事項 … 約１時間

　・村長あいさつ

　・振興計画の説明

　・平成１８年度主要事業の説明

意見交換

閉　　会 … 午後９時頃を予定

地区別予定

場　　　所地　区日　　程

寺の前集落センター寺の前地区24日（月）４月

北コミュニティーセンター北 地 区25日（火）

帰牛原公民館帰牛原地区26日（水）

第一公民館郭 地 区27日（木）

阿島傘伝承館町 地 区28日（金）

南農事集会所南 地 区８日（月）５月

馬場伝承館馬 場 地 区９日（火）

宮本公民館両 平 地 区10日（水）

上平集落センター上 平 地 区11日（木）

第二公民館富 田 地 区12日（金）

大和知集落センター大和知地区15日（月）

氏乗集落センター氏 乗 地 区16日（火）

加々須区民会館加々須地区18日（木）

伊久間農産物加工センター伊久間地区22日（月）

大島公民館大 島 地 区23日（火）

田上川消防センター田上川地区26日（金）

喬木村職員　地区担当名簿
氏　　　　名地　区

小山みゆき久保田晃央昼神　広俊○市瀬　武文北

片桐ひろみ沢柳　岳史○斉藤　直樹寺の前

森山　優子松澤　邦武飯ヶ浜教子○芳村竜太郎帰牛原

市瀬　　誠木下　光子○内山　満金郭

宮澤　香織古瀬由美子島田　俊彦○吉川　文人町

瀧浪　勝幸木下　哲也市瀬　直史○原　　三雄南

北澤真起江玉置　夏子鞍馬　　淳○松島　孝行馬　場

畔上　雅美今村　礼子宮澤　和広○佐藤　博一両　平

近藤久美子五島　昌近○原　　俊道田上川

福澤　治子松島　淑宜村沢　明彦○平澤　秀文上　平

佐々木江梨子牧野　秀樹松澤　浩美○吉川　隆久伊久間

五十君志保林田　　諭城田　秋弘○松尾　　厚富　田

仁科　妙子宮澤　文彦市瀬　直紀○小原　朝雄大和知

林　　浩樹井澤　広美○平澤　勝文氏　乗

原　　美春小山　　豊小池ひろ子○市瀬公一郎加々須

篠田八千代近藤　健吾福澤　博之○中川　　渉大　島

　市瀬　武文阿島区担当

　平澤　秀文小川区担当
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村民バスが村民バスが
運行を開始しました。運行を開始しました。
　　喬木大島線　「せせらぎ」

　　氏乗線「そよかぜ」

　

一
昨
年
よ
り
検
討
し
て
き
ま
し

た
喬
木
村
民
バ
ス
の
運
行
が
四
月

三
日（
月
）い
よ
い
よ
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
三
月
二
十
七
日
に
は
関
係

者
一
同
で
安
全
運
行
を
祈
願
す
る

入
魂
式
を
役
場
駐
車
場
に
て
行
い
、

運
行
開
始
の
当
日
は
、
第
二
便
と

三
便
の
間
に
出
発
式
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
区
長
や
議
会
議

員
の
皆
さ
ん
は
料
金
を
支
払
い
初

乗
り
に
出
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
出

発
式
に
は
公
募
に
よ
る
バ
ス
の
愛

称
に
応
募
さ
れ
、
喬
木
大
島
線

「
せ
せ
ら
ぎ
」の
命
名
者
と
な
っ
た

上
平
の
松
島
ゆ
き
の
さ
ん
と
氏
乗

線
の
「
そ
よ
か
ぜ
」
の
大
島
の
内

山
和
子
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
ご
紹

介
と
記
念
品
の
贈
呈
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

運
行
開
始
か
ら
わ
ず
か
で
す
が
、

中
学
校
の
部
活
に
間
に
合
う
よ
う

に
と
両
路
線
と
も
六
時
三
十
分
に

運
行
を
し
て
い
る
第
一
便
に
は
、

多
く
の
中
学
生
が
乗
車
し
、
中
学

校
の
す
ぐ
前
の
運
動
公
園
バ
ス
停

で
通
学
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

改
善
す
る
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
や
ご
要
望

を
総
務
課
庶
務
係（
電
話
直
通　
３３

－

５
１
２
０
）ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
今
後
の
改
正
に
活
か
し
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
村
民
バ
ス
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○ 
喬
木
村
民
バ
ス

・
使
用
バ
ス　
　

喬
木
大
島
線　

「
せ
せ
ら
ぎ
」　

名
定
員　

29

　
　
　
　
　
　
　

氏
乗
線　
　
　

「
そ
よ
か
ぜ
」　

名
定
員

37

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　

名
以
上
は
立
乗
り
と
な
り
ま
す
）

12

・
運
行
日
時　
　

平
日
の
み
の
運
行

・
運
行
コ
ー
ス　

大
島
〜
飯
田
駅
、
氏
乗
〜
飯
田
駅

　
　
　
　
　
　
　
　

１
日
１
往
復
（
２
便
）

　
　
　
　
　
　
　

大
島
〜
運
動
公
園
、
氏
乗
〜
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　

１
日
１
往
復
（
２
便
）

　
　
　
　
　
　
　

大
島
〜
運
動
公
園
・
北
、
中
央
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　

氏
乗
〜
第
二
小
、
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

１
日
１
往
復
（
２
便
）

　
　
　
　
　
　
　

合
計　

６
便

・
料　
　

金　
　

村
内
一
律　

１
０
０
円　

　
　
　
　
　
　
　

３
歳
未
満
無
料
、
小
学
生
ま
で　

円
５０

　

通
園
、
通
学
に
バ
ス
の
利
用
が
必
要
な
お
子
さ
ん
に
は
無

料
定
期
を
配
付
し
て
あ
り
ま
す
。

※ 
飯
田
ま
で
ご
乗
車
の
際
に
は
、

　

喬
木
村
を
出
た
と
こ
ろ
か
ら
信
南
交
通
の
料
金
か
必
要
に

な
り
ま
す
。

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

平
成
十
八
年
度

農
業
及
び
地
域
活
性
化
関
連
の

農
業
及
び
地
域
活
性
化
関
連
の

補
助
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
　

補
助
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

村
の
農
業
は
、
担
い
手
の
高
齢

化
や
価
格
の
低
迷
、
遊
休
農
地
や

耕
作
放
棄
地
が
増
加
、
ま
た
、
有

害
鳥
獣
被
害
の
拡
大
な
ど
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
村
で
は
、「
活
気

あ
る
農
業
・
農
村
」
を
目
指
し
て
、

各
種
補
助
事
業
に
よ
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り
新

た
に
営
農
団
体
が
有
す
る
施
設
・

設
備
の
更
新
を
支
援
す
る
た
め
の

「
営
農
支
援
補
助
金
」
を
新
設
し
ま

し
た
。
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

有
効
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
事
業
の
う
ち
表
１

の
「
地
域
活
性
化
対
策
事
業
」「
小

規
模
土
地
改
良
事
業
」「
営
農
支
援

事
業
」
の
三
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
八
年
度（
平
成
十
八
年
四

月
〜
十
九
年
三
月
）中
の
補
助
金

の
申
請
受
付
期
限
は
、
五
月
十
二

日（
金
）ま
で
と
し
ま
す
。
期
限
ま

で
に
申
請
書
を
、
ふ
る
さ
と
振
興

室
（
農
村
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
内
）

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
今
回

だ
け
の
受
付
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
遊
休
農
地
活
用

対
策
と
し
て
の
苗
木
の
補
助
に
つ

い
て
は
す
で
に
受
付
が
終
了
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
の
補
助
金
つ
い

て
は
、
随
時
受
付
を
し
ま
す
。

＊
申
請
用
紙
は
、
ふ
る
さ
と
振
興

室
に
あ
る
ほ
か
、
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

＊
村
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ふ
る

さ
と
振
興
室
（
�　

－

５
１
２

３３

７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

入魂式　安全運転を祈願

表１　喬木村農政関係補助金（新設）

受付期間限度額補助率対象経費事業の種類

平成１８年５月１２日
（金）まで

100万円
事業費の1/3以
内

活性化施設の計画、建設及び
基盤整備・区画整理等に要す
る経費で、30万円を超えるも
の

地域活性化

平成１８年５月１２日
（金）まで

100万円
事業費の1/１０以
内

営農団体が有する施設・設備・
機械の更新に要する経費

営 農 支 援

平成１８年５月１２日
（金）まで

10万円（米の生
産調整関係15
万円）

事業費の20％以
内（米の生産調整
30％以内）

農業生産の向上を図るための
区画整備、農地造成、暗渠排
水、客土、農道、ため池

小規模土地
改 良
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喬木村消防団の新役員 自
立
の
村
は
地
域
の
環
境
美
化
か
ら

自
立
の
村
は
地
域
の
環
境
美
化
か
ら

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉

全
村
一
斉

環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
のののののののののののののののののののののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施

　

環
境
美
化
運
動
の
実
施
のののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

の
お
願
い

　

地
域
の
環
境
美
化
に
つ
き
ま
し
て
、
日
頃
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
空
き
缶
等
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
よ
う

呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
モ
ラ
ル
の
な
い
人
た
ち
に

よ
り
、
空
き
缶
・
ご
み
等
が
投
げ
捨
て
ら
れ
、
自
然

豊
か
な
喬
木
村
の
美
観
を
損
ね
て
い
ま
す
。

　

喬
木
村
の
美
し
い
自
然
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、

環
境
美
化
運
動
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
地
区
役
員
さ
ん
に
通
知
を
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

各
地
区
の
計
画
に
ご
参
加
下
さ
い
。

◯
日　
　

時

　

五
月
十
四
日
（
日
）

　

午
前
６
時
か
ら
午
前
７
時
ま
で

　

雨
天
で
も
実
行
し
ま
す

◯
参
加
範
囲　

一
戸
１
名
以
上

◯
実
施
内
容

　

道
路
・
河
川
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
空
き
缶
、

　

び
ん
等
の
収
集

回収したごみを出す場所
場　　　所地区名場　　　所地区名

上の原集会所上　 平北公民館前北
伊久間上

伊 久 間
弁天会所町

伊久間倉庫跡第一公民館郭
伊久間団地入口寺の前会所寺 の 前
第二公民館富　 田帰牛原公民館帰 牛 原
大和知公民館大 和 知南農事集会所南
氏乗公民館氏　 乗馬場伝承館馬　 場
中平バス停大　 島韓郷神社前両　 平
加々須区民会館

加 々 須
医泉寺

田 上 川
桃添中倉庫田上川消防センター
野田原会所上平倉庫上　 平

喬
木
村
赤
十
字
奉
仕
団

新
役
員
が
決
定

　

平
成
十
八
年
度
喬
木
村
赤
十
字

奉
仕
団
の
新
役
員
は
下
記
の
方
々

で
す
。

委
員
長　

福
澤　

洋
子

副
委
員
長　

木
下
ゆ
う
子

副
委
員
長　

塩
澤
美
津
子

阿
島
分
団
長　

舟
登
美
代
子

小
川
分
団
長　

奥
山
す
み
子

伊
久
間
分
団
長　

福
澤　

洋
子

富
田
分
団
長　

木
下
ゆ
う
子

大
和
知
分
団
長　

横
前　

栄
子

氏
乗
分
団
長　

山
本　

智
子

大
島
分
団
長　

佐
々
木
美
枝
子

加
々
須
分
団
長　

原　
　

文
子
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平成18年度平成18年度
喬木村交通安全協会役員喬木村交通安全協会役員

牧内会計 三石副会長 筒井会長
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春春 の行政 相談週間の行政 相談週間
５月１５日（月）～２１日（日）５月１５日（月）～２１日（日）

　

「
行
政
相
談
」
と
は
、
皆
さ
ん
か
ら
国
の
役
所
や
Ｊ

Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
公
団
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
関
す
る

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
て
、
そ
の
解
決
や

実
現
を
図
る
も
の
で
す
。
こ
の
身
近
な
窓
口
が
行
政

相
談
委
員
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
活
躍
し
て
い
ま

す
。
相
談
内
容
は
、
公
害
、
福
祉
、
年
金
、
消
費
者

保
護
、
農
地
、
道
路
、
河
川
な
ど
ど
ん
な
苦
情
、
要

望
で
も
毎
月
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
定
例

相
談
の
ほ
か
、
自
宅
で
も
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な

お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

喬
木
村
の
行
政
相
談
委
員
は
…
…

喬
木
村
の
行
政
相
談
委
員
は
…
…

　
　

行
政
相
談
委
員

塩
沢

久
一

さ
ん

行
政
相
談
委
員　
　

塩
沢　

久
一　

さ
ん

住

所

　
　

住　
　

所　
　
　
　

喬
木
村
１
５
１
３
９

喬
木
村
１
５
１
３
９－－

１１

電

話

　
　

電　
　

話　
　
　
　
　

－－

２
４
１
７

２
４
１
７

３３３３

　

平
成
十
八
年
度
前
期
の
定
例
行
政
相
談
日
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相
談
と
合
同
で
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
隔
月
で
夜
間
相
談
と
な
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

会　場　老人福祉センター

期　日　５月９日（火）　午前１０時～１２時

　　　　６月５日（月）　午後７時３０分～９時

　　　　７月７日（金）　午前１０時～１２時　中村弁護士同席

　　　　８月７日（月）　午後７時～９時

　　　　９月５日（火）　午前１０時～１２時

　　　　１０月５日（木）　午後７時～９時

　　　　１１月８日（水）　午前１０時～１２時　中村弁護士同席

宮 下 孝 行団 長

原　 寛 司副 団 長

城 田 秋 弘本 部 長

筒 井 孝 教第一分団長

田 仲 清 司第二分団長

小 池 喜 彦第三分団長

木 下 哲 也第一副分団長

池 田　 誠第二副分団長

多 田 幸 治第三副分団長

宮 澤 文 彦機 関 長

木 下 保 彦誘 導 長

羽 生 昌 司救 護 長

羽 生 弘 之喇 叭 長

根 津 啓 之本 部 旗 手

行政区番　地氏　名役　職

富田4-212304-3筒 井 政 美会 長

宮沢23770三 石 世 紀副 会 長

伊久間2415820-25牧 内 洋 一会 計

川南上7276-3井 澤 ひ さ 子女 性 部 長

馬場15906-1塚 原 冨 美 子女性部副部長

大和知3-412060-2忠 平 ひ ろ 子女性部副部長
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　介護保険制度は、高齢化社会が進む中で介護が必要な状態になっても、住み慣れた自宅や地域で自立した生活を

送っていただけることを目的に平成12年度にスタートしました。

　平成18年度は過去3年間の介護給付費の実績と今後の高齢者人口や利用者の増加等を考慮し、平成20年度まで

の65歳以上の方の介護保険料の改定を行い、所得段階は6段階から7段階に細分化され、所得の少ない方にはより

配慮がされました。

　皆さんの保険料が介護保険を支えています。今回は基準額の増額改定となり、ご負担をお掛けして恐縮ですが、

ご理解、ご協力をお願いいたします。

平成17年度基準額　3,200円　→　平成18年度基準額　3,700円

年　額月　額
基準額に

対する率
対　　象　　者所得段階

２２,２００１,８５０×０.５
生活保護の受給者、老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税

非課税者
第１段階

２２,２００１,８５０ ×０.５
本人及び世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋

課税年金収入額が８０万円以下の方
第２段階

３３,３００２,７７５×０.７５
本人及び世帯全員が住民税非課税で、第２段階に該当しない

方
第３段階

４４,４００３,７００×１.０本人が住民税非課税（世帯内に）住民税課税者有り）第４段階

５５,５００４,６２５×１.２５本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が２００万円未満第５段階

６６,６００５,５５０×１.５
本人が住民税課税で前年の合計所得金額が２００万円以上５００万

円未満
第６段階

７７,７００６,４７５×１.７５本人が住民税課税で前年の合計所得金額が５００万円以上第７段階

※税制改正により住民税非課税から課税となり、保険料の段階が上がった方に対しては、保険料の急増を避けるた

め、平成１８年度と平成１９年度の２年間激変緩和措置を行います。

４月からの介護保険制度の変更

福祉用具購入費支給制度について
　４月１日より福祉用具は「特定福祉用具販売店」で購入した場合に限り、購入費を支給します。指定されて

いない販売店で特定福祉用具を購入しても対象になりません。

住宅改修費支給制度について
　４月１日より、介護保険住宅改修に事前審査が義務づけられます。着工前に喬木村の事前審査を受けて下さ

い。

お問い合わせ先　住民課　福祉係　電話３３－５１２３
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住民課健康推進係　電話 （直通）33―5125　FAX33―3679

　平成１８年４月より、喬木村栄養士として健康環境室・健康管理係に配属となりました松

島真澄です。主な業務は、村民の皆さんの栄養相談、乳幼児健診・相談時の栄養相談、保

育園の献立作成です。

　子どもの頃から喬木村で育ち、嫁いだ先も阿島南地区で現在も住んでいます。短大卒業

後、病院で約９年間勤め、その後家事、育児に専念してきました。

　まだまだ力不足ですが、自分自身の生活を見直し、日々勉強しながら食をとおして、皆

さんと健康づくりに取り組んでいきたいと思います。

　今後も、よろしくお願いいたします。

　材　料（２人分）

　　グリンピース　８０ｇ

　　じゃがいも　１個（１５０ｇ）

　　にんじん　１/３本（６０ｇ）

　　だし　1.5カップ

　　｛みりん・しょうゆ各小さじ１/２

　　塩小さじ１/４｝

　　かたくり粉　小さじ１

〔春野菜の献立紹介〕

☆春野菜のくず煮☆
　エネルギー　１１８キロカロリー　塩　分　１.１ｇ

　作り方
�鍋に水を約２カップ、塩少々（分量外）入れ火にかけ、沸騰したらグリンピー
スを入れ、少し堅めにゆで、水にとって冷ます。

�じゃがいも、にんじんは１�角に切る。
�鍋に、だし、にんじんを入れ火にかけ、煮立ったら、じゃがいもを加え、中火
で約５分間煮る。｛カッコ｝内の材料を加えて３～４分煮、�を加えてサッと
煮る。

�かたくり粉を倍量の水で溶き、とろみがつくまで少しずつ加え、ひと煮立ちさ
せる。

※新物でないじゃがいもとにんじんの場合は、煮る時間を少し長くします。

� �����������������������������������������������������������������������

全
村
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

全
村
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

  　
　

構
築
に
向
け
検
討
進
む

　

次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討
委
員
会

　

今
年
二
月
よ
り
、高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
実
現
や
テ
レ
ビ
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
、オ
フ
ト
ー

ク
放
送
の
更
新
、
携
帯
不
通
話
地

区
の
解
消
等
の
目
的
で
、
次
世
代

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討
委
員
会
（
委

員
十
一
名
）
を
設
け
検
討
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

四
月
十
二
日
に
は
、
今
月
開
局

し
た
阿
智
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
の
視
察
を
行
い
、
喬
木
村
で
の

対
応
の
最
終
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

【
現
在
ま
で
の
確
認
事
項
】　

・
全
村
の
各
家
庭
ま
で
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
張
る

・
オ
フ
ト
ー
ク
の
更
新
と
し
て
音

声
告
知
機
能
を
用
意
す
る

・
テ
レ
ビ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
再

送
信
事
業
を
行
う

・
携
帯
不
通
話
地
区
の
解
消
を
同

時
に
実
現
す
る

・
画
像
ス
タ
ジ
オ
設
備
は
設
置
し

な
い

・
平
成
十
九
年
度
の
事
業
実
施
を

目
指
す

阿智村ケーブルテレビ事業を視察しました。

日
時　

五
月
二
十
八
日
�　

八
時
〜
受

付　

九
時
釣
り
開
始

場
所　

小
川
川
、
平
畑
よ
り
小
川
度
橋

ま
で
の
１
�

　
　
　

（
円
形
魚
道
の
上
下　

ｍ　

子
供

100

専
用
区
）

内
容　

一
般
釣
り
大
会
、
子
供
釣
り
教

室
、
昼
食
（
も
く
も
く
体
験
）

　
　
　

イ
チ
ゴ
狩
り（
イ
チ
ゴ
屋
ハ
ウ
ス

特
別
解
放
、予
約
時
問
い
合
せ
）

費
用　

大
人
千
円
、
漁
協
支
部
員
五
百

円
、
子
供
五
百
円
、
子
供
釣
り

教
室
千
円
（
教
室
専
用
地
区
に

て
釣
り
指
導
）

主
催　

漁
協
喬
木
支
部

協
賛　

イ
チ
ゴ
屋
組
合

　
　
　

竿
竿
会

小
川
釣
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す

広
報
た
か
ぎ 


